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白色矮星の爆発に関する数値的研究
Numerical study of white dwarf explosion
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1. 研究目的　本研究の目的は，白色矮星の熱核爆発を研究し，白色矮星の熱核爆発がど
のように観測できるのかを明らかにすることである．白色矮星は様々な要因で熱核爆
発を起こすと考えられている．我々はその中でも，白色矮星が中間質量ブラックホー
ルに潮汐破壊されている最中に起こす熱核爆発について研究することを主眼としてい
る．

2. 研究成果の内容　本研究では，大規模並列SPHシミュレーションコードを用いて，白
色矮星の潮汐破壊過程を調べた．これにより，以下の３つのことが明らかとなった．
1)過去の他の研究グループのSPHシミュレーションでも，白色矮星は潮汐破壊中に熱
核爆発を起こすことが示されていた．しかし，それは低解像度がもたらす偽の加熱に
よるものであった．2)我々は十分に解像度の高い3次元のSPHシミュレーションと1次
元のメッシュシミュレーションを行った．それにより，真に物理的な加熱によって，
白色矮星が潮汐破壊中に熱核爆発を起こすことを明らかにした．3)さらにこのような
熱核爆発は，白色矮星が表面にヘリウムの層を持っているとより起こりやすいという
ことを示した．

3. 学際共同利用として実施した意義　白色矮星が潮汐破壊中に熱核爆発を起こすかどう
かを調べるには，十分に高い解像度の流体シミュレーションが必要であった．それに
はOak-forest PACSのような大規模並列計算機が必要不可欠であった．本研究を学祭共
同利用として実施した意義は大いにあったと言える．

4. 今後の展望　本研究は，白色矮星が潮汐破壊中に熱核爆発を起こすかどうかにのみ主
眼をおいていた．今後は熱核爆発をした白色矮星がどのように観測できるのかを調べ
ていく．
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